
ヽ

贅 |ふ「● || =1颯||

二F量

::ξ .I

r、
゛ (

降

写 ■. 置

億1陽1奥1探1講1録1会



‐

¬

0・  |

1

,等

〕1  ・・

1

イ厳人1議 |ヽ
・
11溝九二)じ・■|■

鶴峰億澱疑|ぁみヽ 1 1

1.|《密 ?モくζ
`趣
1の味〉角嗜語ra

熱心の年表     ‐    |

た

２
，
■
す
よ
７
γ
″

か

盈
″
ゴ
▼

計
ね
毎

りも塵D■方発‐′ニ 啜喪歓つら

煮午ず:)ヽ1鶴駐1壕轟

‐

「



(′ ｀

|夕顧う
it欺

'tyt、

埼輩ぜ、魂iふでの最亮(警口去質孝化ムで縣鷲
紹構lι たヽ↓ですo l観磁 持

"刺

験付yl貌 、ヽ梓孫4/2なの歓解離
rl./夕のィ静ギぁヽ寺ぐo今回疼場の点の′静烙ぞ潔輩率じ酪
れ

“

孝r_ぃれじ寺ずッ  ~

卜鮎 T:み蟻朧臨蹴隆 〔
はァドて1からブR(係しぃ緻資鶴七た
参甦ぃ。えヽ濤a然の漁じこ竜.数7べな寺ず,ア、ccからな守夜
鞣あ薫攀は、親鰯《も子のが油りです。_
蓉族tじ、露霧謀ゞ瞥1後を奪与嗜L本が1たか恣む獲浩してくてくに1煮、大友恣i苛

纂轟疹簿燒驚
耐°経幽た郷性鴛
れ曳
`い

っザL鴬愛卜聰嗜サン物時機みりませメぃ
`

甦幾́t′】娯 、曲 属:に質雹嗜せメ機ダLセが 3れさ伺いヽだマY危うそ
の影あ青喀じ包卜孝奏イに1屯勧 人違ゴポ菫曇作ろぅソ篭陶さ繭 ヽ

6象等したら色々 壕奪罐 (凱がしヽ溶ガS、 3務調日茎旨
'慄
lこ無蓬鎌″簡回

ガ者地卜離ユlす(役持したo

ゎ nt、口た啄笑竜議′.l機 すヽ颯、/謗蒙試撤機ずζ輩ギ成]椰蛭
ち電Lヽ奪す。(YS)

スヶジ色～)レ

ルカ絨蔽無惨曹(6合つ。お時属墨三二→/争凋嗜ぎ吟率

T■ノ轟時シ分口111(マ戦バだ蒔二→漱″ヤノ命福ル堪



―
―

¬

i卜 I,ソ |「 |ヽヽマ「
f二
竜ζユよ

■|111,鷺

鮮
憮
州
ζ
ヽ
箭
併
喩

“

　

一　
　
　
　
一



す祗と払のだ

r3)

ラLぬ :窓 |口Mの /郷でヽイ都のうこ山のす也る色盗のま装に
ワ|すた作

Wずθ      ‐
耀多ケ2カ

"の
多確認庁くにイエZし、安

`273で
、歯引
=1望
/1

選脅緩′夕鋼 あり:彪山市の最う日〔生
"∠

じセ1)り t彦1穫:1と
'毛
鵞粂

靴 痰の剣 色閾多嶽《 断し
昆』]:l繋りよ1lLi軋 騒苑後の婢色は、キヤ螺暉梅紙

老りだ堕イぞ場り、二`隆庶燿J■Jじ家J多亀と、嘲躍多グ儀
ギ澤蟹麟代痣ウヒム裁ιτわ難くから浅り、罐治2ブ千閾ポ縣ン蹄に
ま事太ぃπ詔篠ぼ(働飛一イを推τ゙質・統づ・総 紫a¬卜4グを
す野くた'こ・りll、 琢谷氣一窓=懲卜薙谷、L恣 lにしたゎ
え《ム 籟ヽ ζレロづ確)鎌、えづ色山村 ■雙哲絣 さま乃夕え、くな池
めウt下 7ユ l′の製蝿ざす。て、輌載め罐壼流鷹づ広蔽 lllの死亡敢
り、曖颯治22年の合くその略にマl・Iられ孝した。当時の十科負はヽ雌
乞資氏ざした。
今颯鎌イ魚ι預い1色Ψlじ !(紹介 Lヽ.竜 ずク      i.
ぞ解峰、修疼「欽慮Jメ燿多|、てい七のなで

町デ:と っヽ力`ら等|

に♯ゝ7たヵヽまで」や`■ゴ蒸惑らりまtLノ
体イ琢夕/2撃1の上から発爵氏霞
辞餅 愛(やあ漱Lttfに乳燿
た海の守に落かぶ島々 の紹K暉饉iヽ藩趣賣鸞
勧 也織Lめ bcとが

・
麟家蕉すか 彗1浙電欝

嘉諄殿操嘉織季鉾『 蠍1  震 ||ミ

タク卑滋より.本悧亀なセ凰知 盆託珪き式仁

'慕

閻
《7て

'｀

ぐ悦         ｀
:71

レ
』い1儀員曜鑓轟臨



〔≠)|
ぅ  色業 |‐ ―

臨 倒次妙加のLb々ギ:ヤ ぬ私・鶴 地帯のイ魚は、老疼稟
イがΨ絶ぞ、aボ色火薇にし、自然の電機にあゲ↑■て、臼綻漁ミ
め甕浩也してι＼蕉したち        ‐
米作 )ヽはふ魚のためクK口慮ムヱムの谷曜し鶏lι畑あ懸写に

緩 ∠々||、こな題ただが細メ上下にイ亀ιЦしヽキす。

出   凛観紹募1摯:鶴  議凝
白衆日■して藪媚されてしヽくした。 ざ傘飩稚鴛ギ:燃スて力`ら
1意考く鎮衝され■♭1ます。

τ際 痣t老障各クの像 Z々

嘱 二浮犠鰊″姿
績l>し・ tヽ 、篠1夕機毅庶こにみて恣イれヽ(す。

林質ぞは、蛉 磁の資く部分がム林・系賃に、諸雛林苑の

禁 薔F驚眈 f鶴 雛 諾、歌 慮鷺 P'・

0広蔽鉱ムす移a)盆ネ期響)銀拡毬K鞣て、戦後体ぬ′

8驚乳
=裁
鯉 :こ鶴覇編謂 ‰

‐①腎慾

“

二
全|‰・饉後七滋ふ絆



こぢ争)

プ■守必拡妻鮪〒

守啄鍼生面にわける二人4×浜確漁融く驚郷野イのう臨百角μ勘
亀FZし、リヒ痣a質牧}11、Й癬ヘロ
I夕たわの負り表でマZ約′″〃
蘇、ョ六征派を

｀
中ごι繁木拡孫は

縦く燿を
′七%Fイい奪すo

キ疇代から確⑩ 山R也か昨巡
こ寃綴壼t馘。

Ⅵ浄細277に十まれ象Klli:1蓄轍 形ぜ径転れしヽ電姜先ま

イ社ジ&、 文の雄郷16雀ム多逝澤膚駐ご分本奮したる名葉、徽髪多(ちツソPa)
o金が含銃ごれている■アが多F明こに |ネク
好紹3よ坪、マム鉱七誦 した観 、諄啜ェヽ1イ1鉄な全孤ぞ

・
渕5t

∠に移修色量も、同孝ノ2ヨ晨協風望該七と、資イ仏
`4た

のぞ・すか

薪 轟入の後也疑鬼墓

: ヴこ山鯉ハの係盗薇孵 に係後のこ

然烙乞総な廉驚 .ての下に口嗜給尺位の

瞥諮 週 囃    銭
‖、紅ム
'雀 `言

角め者盛がざkどく′珈
たのです。この識こlで博者み隆敬メ貿箋Fn
の経 姥らり、燃ち嬌稔髪に響へられイ蕃答

なぞr奪ゎれてから時ふ漱内にな後力猛晟♭

経慇ぽ瞥「矯寵Ъ膨
1部ずη曲亀江れたのィずニ

o古毬麟仁薦



(ご)

4後 の国i 箇選漁 絲 5政権が
｀
ゎ 縫籟下臥 フ鶴

Z治める時!(、 わ 者藤客la家のま痰%た
`乞

とのでま興輌の留贅∠

'        

す鬱¢i:耗氣泉zま瀬乙じセιヽた■さ鳳憲すo  内落は

当時深く躊λ区 いて質落七なしてしヽたるに猛付けられま

“

にD巻

力
'イ
(7Zハイに深輝がギ分な れ孝したので,11孫澤、マ椰輌■穂

子ζζl磐甕をふ進真貯奪ξ:』萩れ都度支顔
`爪

に耀生ιヽて、者催脅瓜迄′
曰い様にジ曹11轟郵り幾二啜斃じてしヽましたク 名髭都昧多存夭マニ
啄白権輌涯曇ねた影卜の間に生ま凛たホムタリげ/さづ卜(本年権和賓

算
の
鶴 感 讐逹 t線 爾 猟 FttZ絶:鶴蹴 ・鳳

こに夜lκ力菫4守 lざした結象、口也■なったせのソ騎 たますも

躍逐巨互亜翌劉 邁答∠は、そ総と、管衆、グた∠ザ磐寺ヽに、
人泰政権が舞角色嘱夜弯屯につに 、惨Z物の呻ス鶴へ雀懲角∠すζ

`望

の

浮鵞蓼奮凍 l管τ親 蓋lずL哺、錦1可千颯k多 ,7年輩こさえ

千
じ
%ィ疹風ふこィ後鍼、売 、斃 、燃ど、溺に宅:こに4籟

∫鰍響轟癬臨魔1辮警
覚山`7縫・ム堰醸こレていなすシ

仁懲 啜へ七」千にF‐省硼章中国」、ぞF7R天
甕二零卜
「
七儀後風」ェ海11輩●試バ看費こ働∠麻毛い紹く、穴花

教雑機のく繊鷲家2琴イぶ件 lゝこ、/蒔計接颯電が鷲考に魚.Lした́鷺1暉会場
り、■0職寺I(卜しイモチ支E曇 ギヽ悴tれてい・蛭ぎ■ゼく

‐
.

Jrl



:轟騨覇妻蛯父量は
1.そ考
4モ、そ平遺妥菫請たヽ蔽轟ヒボ
ニれた鰺亀でiあり、1負にせなのだλ

げ吹海にもなえで:髪ハ lすられた二の・ざず。
義後(利額)は、多t峰不響ざせざ1警 イ`

躍雇憂轟園 ギ減滅箱t緒ぶ屯路の味から為行惨養
電、こ十Xttt守す。 導響陶k纏して帆ませたが

｀
Qの索格おは最

Tの撼古嗜畔斗4言た奪す。

――――
ヽ
一 -0 0        0-二 ――

うヒ曲
`リ

イ負

. 豚五甍 cc等黛に庶、者眠ズがし、て、牛にス董七ち|が
し́た。 そし■キ照の魚のこりで｀層 itイ l,かか,て、力tλれた
ら、tO■_(識主)が

｀
神越町の1ム■鯉(ィセt■■Fム、ネ理山市の

亀ム)A4駿た2いしヽマたとしヽ■話 力`イ私わ,ている。

1        3の ズ々 の鉢誌魔統の孟も豪 ｀おてか
ら、1達 4守色、セ簿みヽ蟷毒iヽましヽ¬橘ザイ颯れ,ど とヽ写:

-0

滝グヽ
ロ



ごD     ‐
漁蟻在の観査した雑采朦、資窯
に右図④のぎうな璧継が詢薇σ嘱
地め晟白it観いていた。
二書
`障
残薦してιヽてがt斥

`えゾ1念 通蕗、開管l広場特資本り、
減鵞斎発はサなぃが 三地の0

議 愧 講 :尊解 殿
ゼー零アあるφ ご力`ι、畿澪の時海
風①のように、9夕風には見:ざキ
静1平礎の導k匙え点すら        Z″
ヌ、この曽蠣の中賓に色ι、てが置かたてιヽたそぅで幌 (電
の連Liさ 6し、鷹痣穫tボ ゾをからが運Lただきたぜのと足われま
す)
4後にQの自し巧雹iまハ中番なの万段に、叉、大師営の様1.∠
候臓さ纂てぃです。それらの範は寮際に発電Qyがぞをれたが1
孔 |々く長さ2詔 くヽらいの大きき選っ`たyし、¬こY'ご

｀
す。

画亜面国
蜆難ざ雛漁糧奄智識ならギ籐ムの上り響 4ゝヽもふしく

とって、口んでの水奮斐め"る鋪懸に落t導ビξ籍人ごモつで
｀
す。

歳、本整硬から上・がってくでくま、l~J~鷹詢 妬燿iが
｀
下からだまで懇

・て″審上の機騨ぞ貿竜た1ヽてし、たので1人ず
・
爆ζY襲レたく手て興昴

xttLtttらす1まの1餞譜本しヽ6 が良く夢潔望陽時
tのなが敵S tt(1

薇にだ守をオtたγあか,た ラヽがすか

i(1雀 られた 魚雀てって木坂ならがつく糸たがiり弓フ
ザ螺く港,て ぃたzぃう1話がありま聾てみてy4百T哺

1の
懸たか魚

l荘

ぶふ∩マ統燿,も、¬子守l‡ダ害がたん興な
tキずぜ々 紺t言費1{.だ ‐ヽ熟.話ギぶ鸞す「

〇

´̈
，、



ｒ
鐵

.   (7)

地咸営のう此に
`簿

があり輩す: すとム〆

7子

熱警体琢測事二とtぢに右で素にぃざ。なハ
をせんのぞ
｀
群漁颯暉不鴫ぞ督 tf簿が多ゲ療熟ってしヽ

`ゼ
つです。

昭11の窓lt」
=后
が右 )ヽ等すが  ヽこのア層につtヽ■のベス承

博聞籟・ 楓ませたo

浄
′鞍押 営紳
 平 な の絶 ―一れ 極なく 悔七中→

味‐錮 プヽ銃黙

輩姜て導あなギ碁t憶す「亀壌驚,゙1(2θ巻チダご彗)担簿
″
あ

しかし(縄鑽ふ、馬錢 歌辺熾、鵞彙Itt■Dセ言た艘
.1数
がアク首儀け

ます

プ
晩
■
資

（
醤
ウ
轟
静
っ

講

≫

　

あ

，

減
ぼ
　
識

ギ

＞

一

／
螺
餡

鍵
冽

虐

ζ

　

」
一
ク

誅
　
　
鶴

鮭
　

漱
騎

十
止
犠

　
　
　
■

郡
　
　
慟
ψ
ハ

④

寒

パソ

藤の
くlt

止
　
　
六‐0 4錢

δメ

喘
Ｗ

すピ
・

ヤI奪く1雫じ頃ぢ



クリ

名繁 犠

②

　

　

②

　

　

③

◎

④ か隊づ
｀
なく多F子の河の滝の上の名瞬六のた宅

・上に置くな

ゆめ                    こ′:椰 とゝ

誓が暑みに者旬
‐
亀く、らく意葉は、の名裁永のたの今蒸り本

ソ                    
・    (/れ ⇒

承かの名耐スのたあ篭 ならぁ球 にはけ載や寄ィ3ンデよと

イ/9ユご)

■慮 毛釧猟絶商き 賀之博
毛 卜 J毛

スの守ぢム パ【

`3ヨ
■)つらく`はじムを 直買`ノ子ざ島

チ
ゼ

味け硬5名泄ギ千六の 電くからぬ山豊状 に
ζ″ 2か )往 きて早や見つ

議
黎

ミ
ヂ
´
ジ
代縁

0

篭脅のまと選ギCのム看今癬免れば亀顔味の縫毛田くt
(■ |する鵞`プ ご夕仝ノ′♪

紗 織よに脅Iハ究タノVK寺に辞こ、名斜嵐,,
セ,＼れな

かけ
'の

覧や肇絶抵暫びまザに轡(叶ζ島

なくヽ|ヽ苦し半

鶴11争f子うF」11し、悦

｀

ふ
野に自生けてコχく「 あ職 成t
乞寄せな)、 今は■t異に一減舎

骰 襲尊亀魚を庭讐蕉税1貯撚 鯵I道
えて増蒔し願負じマぬ鶴t嘔たドあ↑ }`な オ》
ー
ー

‐
―
― ―

一

―
一
一

― ―
一

一 ― 。

‐
― 一 一 一 ― ―

… ― 一 ― ―
― 一 ― ― 一 ―  。

― ―
一

一 一

‐― ― 一 一
一

―́ ‐ ―
一  ◇  一 ―

― ― ― ―
‐
― 一 ―

‐
一 ―

il t`ギ覆.1:|



麗診f聯霧11講
縁触く無ら脅ると「
:ぃる
`花
偽ヽξらォだ:こ童鍾レなり、議歳乞

影為ぎつにたたfつて1飲七をすθ
‐1蒙 髪々に廊右象成分かぞぐれており、キ、亀、たなプはこの禁t食
もヽこ哲←壼どうになる∠Cうがぅ「鍮婢れι多くのだをぅです。
イ》ビヽ《了セビ・フ篭景れアシミ・力くクヮで,|ンゴロン̀ iンシ7ワだ
∠t確ギ晨孝す。
ヨロ事′日taになる′、預々プ人はイ̀

々
七、瀬老llのぎしヽ山逸″にや、

すみれtゆたらこかい嶽こ倉蟻駐1翼癬が
=銀こに深こ|ま

'め

、マft山丼
マラく越蕉す。

Ψ獲豫薔菰≒主Rヽ l夕辱《へ|ご
Lざ。 調η写7弯弩イ矢I闊爺盪蝙質ブして貿た

ま薔ぇてだた薇等鑢「 ぶ穏了あ内毛込贔の中で
｀
自このくF■目ざめ、

御 it F照籟痒nのイまに縫集して、cCはプ鎌斃幕aiの議ュ七冤≦ゎ
}ャぞす。
じ
`ぢ
え露無の赦壼奮じって直ち|く武#鋳式下になった鋼だま

遜雌機 のIせ観負りです。 まださだ｀ま海の公啄こ庫衣くな角之
やトニて曇竜し.たし、報露騒寺、ルピ歓颯等の大社キあ力毛あ恣́ れま
せス″3

♂ 饗 :篠 L勇僣まliζ】Zlの
名幕1載 し́1机たの1ゞ壌隷派)

S、 公啄鑽推■4物践 にヒ行

毛与3蠍鶴 義ゞ轟鑽掌〒臼:離詢彎

幸IL麓紺j鵞襲尊・
.…1・申if樹 質ゝ
茅畷竹骸 っ孝り、と4階毅畑



(ノ⇒   ‐  ・
以来の目たがく1免した上苑七公i象ブジ‡、蕉大稼■か

｀
分宅比 t、た

婢代zし、たまtcぅと来Ψて
｀
歓まか1公なの働斃七ギ1哺tし、孝惚

試ぬでオ甲とっ|ヤ、主武l七禽鶴疑Lのノ納 太表現名の三アltttQ¬ zしてイを確げ薙卿吹力霧篇F轟麓緻簑、陸壕空雀、4に lヽ l漁認にざ二■り3り子
燃峰tだつたのです:

証番導l留蠍攣1れ
tのう機の地絨誅吏

表燿たがらゾぴ寺がぃミんゼ恣く、
ツ水屯%会にじRらかにするQι l竜・
』|(まり輩す∠、4ヒLL覇くの力爆壼ネ
磯 、議織餐[ざ飲律導 (ノュガ
その噸iにはtなものギ嚢t竜髭
鐙 はなぶくゴぜ誓 躊への大きで竜でのぼる∠亀わたまt

睡盤聾墨量菫震熙 額 逸
ι
守度の上地 1さ地轟1颯額 |・

券彙スし、た電越バ意したが1化曲試'l念そ仰だ
｀
すもゼゥ僕tのぞ亀よ

腎力`タ

史部搬
・
庁くj錢奮だけて1瞥竜せたが、寿墓聾論がイス壌1られ 4́ぃない

C∠鶯ら轟鶴 かたので誌なしヽかi亀綸蹴 て。
この購く、議輔 簿諄彎で総額∠いフて、をの憲重≧i簑筵_Q
公衆脅雑1に与ぶ 等1榎がそで薄島れ■ιヽ輩と鷹  ́4臨後餞街

独鶴へ詢鶏に貴議 あ公な
毛tヱ、日なにイスわる鷺銀
予Jの角ザ罐蜂藤 のです。

来亀躍雰1観瞳
¬
駐P堰鑑ュ貫野

ぬに含きたてιヽ亀プの選亀わl・l■孝すひ

ξ轟翻誠覗巽   懸彗鰭織覇を“専帷。■の場あ駐|:祖凛:騨繁′誘



(/3)
代`Z庫輌山吹、人当歌の妬がくち致:わってし、です:      l

ギす饒靴器 群だ箕ミ撫 黒懸壕
たのゼ寸υ

氏 ∩



l    夕井)
の|ぐ、え山サ『(4顔ム飾憫諷浅欧∩ア簿け諷ゥ縁五の移

`郷
黎熟∠

つ毛ので、だれ1輩預目子■縫無1(/争夕2)のこ∠淮
(蛉卜各讐繕Jふ券、その手がた山城な職■協 寒彎議後̀

す 。         |

Cれらθ)伝 tを製意どでまで
｀
軍貿t仏渚てし、

【轟鼻こ選鷹11允り子は鸞町時代初期た`6%轟ム薇留人の

刀 £ 電 慾
鶴 ム燕監 の新姜ずム野に触 i屹
tt条 しヽたのでドラ.

滋山」綴昨湊哩的な乗自のム爺kゼ
°
すυ ttrイ釈鳳図o・2ψ籐.

じて下さい p

(騒 ⑪滝亀義鉾略ゃ験崚醸 )

婚 鱚 雉 玲 .踪
確薄は琺暉嗽 に和雄

_    ".     1か ら領疸ズ巧人廃氏の薦彎'■の「凛ttttr,て、軌儀)のせ奪たまなilす・すじ



グリ
κ肉有のイ情熱|ぐ甕群れば

・
火向に輔囀すヽ ましヽつた向翡蠣査ιヽイで

安
``マ
てt∠ |くなります|
縄山イは爾吹け向華待がす″毛旺 、撮後に朦冤通む」甕孫書、:に
じzしな,たわけでニ

L

供騒灘鋳山豪懺象由スセ
・
3等 ィノ,タデう、攀電えi電に強軋て,.ン嫁Å

熱毎望應,てい意したが、《貿に琴(な角)、 式燿密が広曖ぞ解 白に
敷多t_する毬r,転じ(彫争爾1名な:j棋した6 毛げ(、 大へ電の

・
米券宝嚢申

季管轟霞〕慾域難畠戴kと、竜ヾ島t天撼激あ
構議の解 角の根ご、響こ轟ノざ

・
落幾tl■命うは、穴鴎大に懸穐した

轟ぞすθ ゼし電、cのま輩でいれば｀亀遣まで落緩ゴをたか手知感
働輸ご、Kヤわ写(オまノン薦の贅内義脅轟色、国■1躊げ好ユゝ憲の
乏割蠣氏を読て食ヤ謬彗葛驚ヤだ誰狂二ιぃたず脅華∫命ザぞ声を与づ啓へ毎たので
す・ 鷹摯塩穐

`絶
たりをドつか

ぶ鶴t謂鸞雛書六虜
筵歌い韓猟印曜
ってとヽ寺じ奪ク ザ群∫、:マ署[繭留



げι)
スが庭乍卜1こ整で墓ったQι朦滝亀 |こ催後に瞬ぎ
雀鏃す縫♂渤鴨喫七峯辺■しくったの・ぜ嗜俸
モtt、 同埓マ颯、七無鵜 嫌代表七琴ぃ
て構歌麦に入り、軸23凰資簿縫島轟な押崎
と、わデかl選の職ぃざこれt贅め簿戯

帰2f漱千しい燿簿サ1愛0

Cうし■、キ鶴 盛罷P`k博〕議毛じ千亀的ゼ亀
cの 4後、うしム詩慮毛珠鴫のま扉、下1電λヽな達
獲堆遜Lえ爵のブ`すひ

じ紬 隷畔鷲燿っ
ιヽ■、つlK I無鱗 奮平目ぃて証い

‐て轟蕉じ予LD 瞬し`、歴妙 オ式岸1寺よ
賀年て
｀
救海道れたザのだぎγぎ簿あり孝は 、土地 にもせ窓麟竃た.F機傷亀

ザその宣七漁資料まなり奪ず沙      _
魂筵盗二1錮傲雀還♪電ι塔のは4抵ムの申め講柔地■だ轟rぞ“戦、曇
燿抵輌ギ機亀鍵饉ゾ′|
(|)ぐケま轟(糧○) |
―「…整資・碑簿軸■難拶饉難鍾:1ン鶴:蒸ミ織おヽ「IF

尼予鶴へ護像



σク)
てcの費重で:´′参蓄しヽイいう1騒滋由げ轟 てもり、鶴叙:こ |《「 飾 峰
」あ発恙露なつてしヽ孝す「      尻勇歩ヽぎヽttヽです。 それtW
ゥ仁ヨ嗜酔Ft輩ぞこかのぼ

`ぜ

め∠亀

軸I観≦慇戦1蹴
囀:,いぽ預場仁糧け、この地ゝ也
しセしヽイl織っヒ江受ビ

｀
す。

(め土警(図0)―一―「 ド
｀
イJIま土豊

で
｀
風まれた腫敷亀色竜味し、Ψ整状

すのビ制 。霧地ki弦,て像家ヤL (図 ◎ )

∠、畿侮①み聞けたう騨製ムですb轍 地まに縣蜘 地で丸 ア、t
CにはyFた寒罠くぞ警かJに、ズ繁しヽ∠び
ブК無薙七女頓な下に遜してし、たの1
0ヽ瞑J甦(圏0)―■が‐ケ∠啄
F矩向』Q=鰺蛛應老権絶があって発zた 1さあり筆せたわゞ 司級には死で

｀

暉まれたム地色亀誅二:=穐色!〔 土警、儲鉢が蒜在すつ霧籍、それら
ぎり難しじヽ1霧締咆だ■ι咄えてι濾協 フ奪り、懃 薙や土誉の孟な
ら椰雄[よ滋がcの地に修じ鍋妬七て鰐)てくったずのι亀崎フ入ますも

ヌLtこの数に呻蔓畿蒸地腸だ
°
残ってぃ軍Q毬 iせ、朝養のま

さ七鋼話 く きヽ蘇亀 :
夕地饉から等籐の歴史■拷奮て森奪ずヱも発和、奪の地島覗
養‐%縛熱、.花色犠ぃたザの∠涎♪収奪す。 そして、主41・ t〔進ふし、
資た甕憂r万職″耗みヽ・てしヽつたのてヽ声ラ金
儲羊ム苛の議後罐繁氣峰ふ寺の力修史望して寸まし、の‐ご`すボi
疑子あ贅だ曜蓬ょ」需,しておヽ6Q`から、スとのよぅlt薦憾難しれ



げ場

痙 獲1のうヒ墨

場′が轟び、

`過

l!の性になる工、
つになります。 粍名、べ毀 夭薇、
毬.だて機ます

うこム濯:の角ザ史絆 tt髪脚れるよ
軒 朧 甕拶告者の療機甕|くて,■

制商こめに福a哺へ‐

にフしヽく雄餞l拿孝ドラク
電多震喫t点輩毛施多手飼

‐

しヽの大殆でしたが銀呼L
イ)漱で

t黛

礫でに膨をし、わ
縫啜、畷犠 磁の名
磁多γ颯筐率近らえ、な
嶼に入多表し煮瞬≧a まだ
職顔の金脈が義っti礁
晩争餃ぞす。 罐姿警鞭:轟像(凝瞬轟を綸窪藁)
kJ tta表は彪内のぶ舗に甕義色纂4憔脚択薫tL蕉派θ
磁後で

'簿食又、費鏃、鷲票、神誕ぃ、諸1に薬ギ纂ゃば 多ヽでt》
うこぬ舗慮.tヽ・ザ凝の範難に魂じ仁のヵ`疼不曜ぞ軸t神起綴目意
なたのネ頑鶏疑液だ入Ⅲ電いでずふ
、ゞこの時代の質台ふ《茅二[て、轍 燿4夜:亀だ

｀
ィぶ心jttた■

■ギ孝ずられ毬す。 護代七秦1氏ぜ携者のメ命 で々綾苑並脅てれて:峰
すぶ ぎだ奪贅啄数の角鎌巧領之、ず性餞な土光学キ霞也″髯す峰きざ
に|も雲フてぃ奪せんゎ′
縣多吹の線地峰じヽわ詩囁F火鍋絞地_1の憲唆lにも質,I(の ,■ ,て

く憶わた tれにぎつく妻鏡搬篇ざ`鎌和めて進遣f亀な「畿
・」ガ
｀
浅主

します。 うしぬ贅げcの議考義領科疑ィθ)y:壌筵さ彙響す。 ∠が∠、旅畿
|さ贅織 く手震Rざす, 輩要

｀
し、囀負鎌ぬ九種命It響軍豊すえたまぅまンス緩

cの鷲議がlK野躾響ヽ奪ざい公箱壕縄ゞ .摩 )}ます。



ぞ/7 )
勧 辱゙(/ノ/7)、 容

`%醒

1だ広資豪黙断|

〈笏家の新拷閻われて徴名ざ敵仁あピ,僣後″万だの焔 に贅どられ

電麟 警稔 l協裏式み 麻浅森「麺曰帥 豪 照確
`

1亀絶葉裁肌 維駆:F鶴握  遊
裂守てぶゴ

t・

ctCです。
鷲石薇の鬱喘移薇に■く雛壼さ嵐.仁 Jのソ越わたきす。
ιかι、この救舞度Jタヘ鱗翔 麒辱ぞ震こに、無解 場ιい

つ〔嘘ぞ彰 |タムリ:塔

"付

って磁簿簑観、熟 舞 象娩戦｀
=  

‐
|・
■  ‐                 .    :    、

」:111   1■      11`

え孫 ∫′誓(/ク♪D)、フK野

雄 場の強「
絡
膿

.L
聯話Sitに命りヽて1鵬
の減亀亡

`fttι

ttt tれがス1姿纂太1れ'躍編の暮準∠ふ潅「
k漁絃鬼Jゼす。
cn慮琴熙.I騒ボ彎4曖卜無/_riフjギ |卜璃驀嬌ミ:ボ

・
賛:〔Lr∵艇:_てびリノ特わzテ層

が難ば輻曲轟二毬奪つたな幸漁爵嫌弯ザなり残り駐嘉角曹軽
地「 天疑象_1■か

'憲

ずか

さ識装雛魃 賠ミ臨 、鶴争嶽蠍
魂L響♂露馳擬灘蝸。鴬雛輩呻躍L/笥
壌   鱗 1鰹鐵繍鉤
雛躍 鯖ちダIぷ鳴盪ず麦瞥
摯曜留慎りをす。



心
ｆ
燻
ハ
ル
・

(二 r、′

な弩饉のス籟漁1欧髪.Aて
電Zコ浮li辱

`ノ

ri//り、りLム ,磯 えヽ鴎
縛 1点 禁申簿〒響3タケ諷「t費 |く
(ふ 2でな落金)遊漁守輝数な
な||です。熱 .峰櫛機、竜善への
襲f鑽て
｀
す。 そして,こめ4姦繁|

難顔爾馘」渕讐鱚甕霧囲画画

す
¶

Ｙ

纂

ぞ

級

が



‐ 歴 Ⅷ 嗜滋 嗽
:‐m轟 鷲 :〔猛鰤 ∬納を

｀
恣く,e資組

`さ
れてιlにくだ

番競 鬱 麟 鸞 麟 鴨 簾 蘇 ″ を L
下率ケ質の米紹場によって騒 啄簗才澤筆亀ル、マ2頭にお1資

`恭

ゆ

:のて十ざなく、当口をのイ歓とに踊
大デイ負、水亀イ賓、蛹4/f歌こ核治賃

粕簿4安 、議山運上等力'あったrうぜす。

ぞみ1の 組典 y為妥謬寺颯色実礫髯 禦7氏 1よ拳和備

淵(驚f鮮l鬱∫
Lたが2離の動 (

こ象疑鷲し:糧与負犠後呻や編 の機資色濾猛烈な催維i⑮嘘
奮漆ιヽ輩と憔。 しゃヽし、藩育Qで彎博篭気、マ々 鑑筵めてザられますた
1電ざし在。

編織「繹顆ギ鑢兆りfm鐘き・ふてしヽた「顔留鶴巻侵.たのぜ
|『

翡二纂驚藪財腕
抽t｀彼軸1で歓簿ムた`博なく
夕うから難多lの電襲・為ゞ儡絡すでので

｀

でぁるF囀璃)」が璃砲 itttl‐y暑
ゼt冤角陶静ひ年で〃ル)に濾紹針鋪

毅慇島鱗 翻
:は[i静署犠7藝めに1黎燿手で賓♭付け電謬霞



`≧

め
' cう しく、て匠滋盗欝看鸞警弦なあ升Z七 :学鷺ぞつくるい恣
ガ
・6.笹 lす
『
ロロ治維驚島堆色セ軍のです31

爾圏輌醒轟議越鋼題軍轟職瓢轟顧硬職篠藝奪素懇藤面籠豪蒙鐵襲裏
=量
駆護菫賢壼麗奮

=奎
菫難蜜整菫菫‐ず,1

-一

… … …
―

―

〒=鍾 i繁学な_
鵜松六ごl藩〈れた家、知徐村上漁吹。てのネ■燿煮t霞犠の住人

率彎蹴桑鍵競硫卓籍l驚蜀 幌嶋
竃

多イえ11衆象の長せ勢にす黎6.

各
ヽ
な 鯛」嶽 狩 鋳 L鶴纂 身馳 げ

緬 燃

鶴ケ勲:質(資 :鶴手の資霰■撼り響零箸機の制納棧に杉り、力万層
雹暢す″ ぶ晒等:な経火くなZ、甥JぼF饗卜の`イ霧予留津tノク寿層雀難 .
f争隊治轄上野の築銀識、多争亀政は鉾野の輩鋳に■2賃霧、鶴手
屯唱痣ザ彎の鍵聾lkて ま万饉世鐘:じ、え和黄拝3銀′年日4電理挙す。
ごノ大、環理の手簑存督恙議t ttit太降亀z籠の1弯幾11のムで多費
7万竃雀♂購守合争窪警嘉職`早灘客曇

`移
り、兵手昌島番4なの留轟

蛉 絣 趙靱 1琴輻 鐵 鰊 ら逸

億
飩ポ
鼈…辟簸哺策輔

瑾箸
~

多数―畷斃―湯甕∵緩計 選蠅―啄漑 雛二移轟―協木
磁稀

選悪 轟 爾 亜 甕 難 轟
=菫
爾



(23)

(通圏 1)

□0-′

多ヒムあfZイラ瑶

唄〕台畑埓ド ♂δあ
薇向に■t観べられた「縣社ス
下刑陶薩昭和派曜卸無萄厖油にど
百頒磁にある湯貿率督外工の啓■%
爾資t額 にありて、諸畷
∠拶えし、4ゑにブく額風峰『腎つて社1を
領清なのノ飼殴t憚で、新ラ砒二1・
遜ルた■鼈されてしヽ寺ポb
ふも、ん園慮髭暫智役t∩

曜、下嘱lま「 轟費雪社歯鑑
(曜治午躊質政督ム檻織嗅ギめ
じらで`す。

顎

炒
蠅

○

一

螺輻
脚楼
祠
鱗
”が電
蟹機疇
燻 く薦喪神竜糧懸掌〕



Φ,メ )

匠EI塵](邑 1のO)名隆に嶽多繰あィ落直
(綱mの蘇憾蓄暉囁島鵞がV,Y手議し亀甦わ米《

・協この77
oる形應口Ifのポ家たu虜紫曹名亀∠口争ぶオ多籟
なお、そ陽の掛嘔にゝフtヽく濾)Kの寄衆恣家ぶあ`|き [

す 。

①婢雑のFlヱし■貌歩関橡1に権菫
立てた。後に(ら,tt無くすためlく、
輌鷲勤L壺為七つなぐ啄水tあず税υ
②蘇氏、雑書の任嫁のア1灯髭移凋′
土してtヽギ亀幸ら■フくらltttL ο

(咽■)ヽ中̀1%簿

()髭多鶏時瞥統V檬犠種しくtく、名
議イの導の後衝神槙プ薇像駒た″ ご
⑭ 注翻撫り常ヒしたシな鴛本竜色値本の饉罐 緩璧奪れたJ

♂が
｀
、名艦の項うになった。

現、名簿ァ、ヽ角舜絲のだりk.裂曇41ぐ淑の

の誓議が入うなら、じで二ぃぅ亀鶯ら
◎ィパのriζドfめ斧ら
③哺z箸〔l、咄 )から
⑭すfヶ移シ:蒻 (卜″lジ)がら

係心詭ギあ1)ます。

顕盪轟N(理 Iのob 縣静の発絲痣痣
国のよつた恣ってiヽ電すむ
イム彎筐「出の献ま掛瞬景だし

―亀、式
'T」

[からl臓宋
し、わが1颯ぞ濾響離4に」囁曇らなち師に
家彗tlで翼しセ` 痛く|せ IE璃垂懇守爽it′基すぎ嗜で1・
てしヽ輩じイt力1幾l機蒔へ轟′務遊ヱ点さど 、
鷲瀬ノ留ぐ|三撼紳|まし仁ょ3え唸贅僕が餌亀彰
:ゼ寸か瞑、②ず,鑢雑ゅ角スぞす:  1.

蠅
轟 i渕1戎]準

=
th脅鋳ざ、身体壌務お奪

宝声、

「

笠

，
呻

‥
大

隻
． ‐
一
中

台

一

ヽ「
‥
ｉ

ｔ

菱
Ｔ

‐

‥

‥
‥

‥
一
丼
轟
“
一

電轟Iキぼ銀これ{ξ≒



ユヽ

ぐごんク

(圏 |の0)

冒壼図 (口 1の⑥)務 44・発代QQぐ で`ぼ霞凛そ寸でlcれ
から内Aλヽで立1竜 銀象《どんの

麗画](口 Iの。)

‐ N く紹ぶ欄本はccヘネ色ら艇てし鵞す。この神社の省神
体(電機費)があった男勧f資2ざす:(図 1の⑫)

料験輝罐ぬ

| 1圏 範 1の⑥ )イ ン業φ亀屯逸ギL人の崇り雀紀晨、
これtC案めてるに強句な精幸るの頭色年にこくう立しt、 神の哺貯篠

欠
緩
多
号

通
廻
陛
額
Ｒ
轟
夫

智
晨
醜
離
鐸
角
特
κ
悪
よ

ネ

ニ
呉

承
艶

畜電1の幣稗庶斜樅澤彩神、
い寺す。   |

矛
奮

グ

マ

減
爆
硫
離
繹
曜
晦
夜
警

守
多
ｎ
幸
′口

難
組
織
裏
ぞ
み



:、1ね葦 猟 けれ られ義啜tぃぅ峰効 りそヤボ■他由
神通ρ象ぞネ参ため姿家電醗 雹%留ι

`zι

、です。 ■、壽{色確
スの霊を氏智の脇に永》)、 千絲、の各恣らず

t吹
争惨彎進す■策靖

びゎれです。
ネ色らにくしヽ名人は、穴く、スタ人ゃ場の象敗の人yされ乏ド奪す。
社た滝媚留ビ特っ啄tr憾営アヽ・資J4埓 |ぜれて♭ヽ寺す。

Ч斃 纏 蛉 顔 :職:こ子:絶穆麗 覇 [瞥驚

`縣
tになり奪した。御驚報本痣バ札Mヽ 本像て`多り、ttの蝙舎さ
休すじですひ cの憾留ポ粂lく 二色堪気にも`ける考磁り颯ましヽうべ`を手
のまこれてしヽ電す。

古神亀〒
幽

(図 |の①)K麗霊、だ

`フ `zヂ

颯しヽマ惧
ィ嚇新落υ紳薄亀々
財電警%鰊
驚等饂櫃瞼ゼ:す。

瑠颯餞硝伸、賃載囃ヽの諄色、穏神
にヤヤぐ峰4亀啜も(1多佃壱

`rilブ

しく子毛1→:曇ノ

`:
が
'嘱
樋た″啄餞啜瀞峰圏氏ヽ降、籐 て
秩|さ氏隷ヽ躍y菫 しヽ、マ哺髭降L誌幽啜ぞ

傷嘴撃竜

竹釘感、響畿等機佼奪官′望{でぃ章す。ア、
こにまプの笞た字む亀fしギ警、ガ≫ザて舞毬準幸贔゙、̀霙 1、ま争■
恣,くだ丸、遣餓埓ヱ齋饉蝙0ガ務りぐす:
や博嘴の 描゙蠍爆ブ`、・ま☆博

・
1隆 k鷲すζ畿の範で`奪電燿(

ct4鷲岬)の九墜昨壌'す電推源魏 曇ヽムっヽ察曜の解1識 4拶

観 霞 ;漱 籍 錢 雪ヽ 瞥
のやすキにドゃ

閣

(選 1の0)普 tの :議轟無、瞑痣覇子に



こングリ

メこもこセので衛解鮮甕しようますもf晨おら,て機の競ヒ:毛獣
の2を

“

多却躊め協然づ貿L甥軟14色緩呟イ申のた4色け毬しく、

“

伯ギ
・
奪な

|れ《したむ        ι、
瞥の転響標立しく、M/′目の後の口にスの多宅れ毬いつ(嘲癬
進迎″ヒる留颯)o 噸||百 23猥の夜t多オ多薇の風竹

`の

質孝
の口に曖な鴛落。 (6で ド`、マもギ鉄■卸修やバζ鶴。ヤマイ望

たりに諸毛、凝頑ゃ雙難ギ偽
多く6

辮 確 に編 集 地こ鶴 1導 駐 禁癬 孵
を』ム也琴已電孝にぎってづ罐輝鷲私ソ颯らヽ輌♂ヽた竜41:っ感のιさ嗜ヒ

でし、たが、後に置神の進紳鏑澤神■生竜響懇寸るこうltヽ痣って竹ぐ
奪じ七ク ァ.ミイレキ僣隼資のマの拓條時二髪盪‖あ 1ヽ輩す。♂亀,

薇たすJi墾 )で強)巧金饉埋上」Y、〆

綾霞観、があ嗜奪す。 硬発持魏

雛髯綺 菫簿諄
罐褻翔Iの霧がギ有ししヽ堆色り育ぞずク

:の轟悔博薦充Aなら解 遮鶏翁た
I福奪
｀
あり,見啜韓ttl■底っ・4法

Kttiξ蛯の風f崎
'也
イム業に薇めも

れて嘲くの群
『
アぜIXぼ 亀争ξ奪でし心離6j協なが多 tゝ `麒 糧鼈 :ヽの子を

め―ぬユl(私もれ電tyぽあり象ず。

爾  江ra冬へぽ額 ξ誓げζ″〕ク蠅、繁驚痣「
%雑機墜神承議露J也宗雖痒 P Cれに感り傷曖家が神璃■
御 t¶ゾ巧ぎう1・かl奪した。           |
‐ 孝嘲象特食くネ守雑宅に虫仕じ縫卜色でってい奪した。遂
1切蕪像の時に老顧群逸 4ヽ巨 火成たれ仁め  :
■ち罐響逸■は、観ム地儀ゝ館亀(ふ島ヾ職め神 く々そガ沐饉



til.=、タ

ぞあり、イがふそ翁雀
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